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2027年３月期第２四半期決算 高い関心が想定される事項 

2027 年３月期第２四半期決算について、投資家の皆様の高い関心が想定される事項を、以下のとおり記載

いたしました。 

 

Ｑ１.  2027年３月期第 2四半期会計期間の業績及び、第 3四半期以降の見通しについて 

Ａ１. 過去最高の四半期売上高を達成（決算説明資料 P.6、8） 

2027年３月期第２四半期会計期間の売上高は、データ連携、ID統合及びデータ統合プラットフォーム

の構築に AI を加えたトータルサービスの提供が総じて既存顧客との取引拡大に繋がり、2,322 百万円

（前年同期比+15.9%）と過去最高となりました。 将来の持続的成長を企図した人材や AI 活用、ID パッ

ケージ事業等への投資を積極的に進めております。 

一部、品質・進捗面での対応を優先したプロジェクトはありましたが、第３四半期会計期間以降では

収束に向かいつつあり、後続案件の積み増しを見込んでいます。また、新たに注力している公共領域に

おいては大型プロジェクトを着実に受注できており、金融領域においても獲得した顧客との取引拡大が

進捗しています。さらに、民間の既存顧客においても大口の引き合いを受注していることから、第３四

半期以降の売上拡大の牽引を見込んでいます。  

一方で、利益率につきましては、一部のプロジェクトにおいてリソースを追加したことにより、売上

総利益率は前年同期比 7.0pt、営業利益率は同 10.1pt それぞれ低下いたしました。当該プロジェクトの

収束に伴い、当第２四半期会計期間に計上した受注損失引当金は第３四半期会計期間以降に戻る見込み

です。これに加え、売上の拡大や売上総利益率の回復、投資領域の絞り込みにより、利益の不足分をカ

バーして参ります。 

  

 



                                          

 

 

 

 
 

Ｑ２.受注損失引当金 98百万円の計上について 

Ａ２. 進行中の一部プロジェクトにおいて、品質・進捗面での対応を優先したことから、計画を上回る原価

が発生する見込みとなりました。当第２四半期会計期間において、当該プロジェクトに対する損失とし

て受注損失引当金繰入額 98 百万円を売上原価に計上いたしました。事業構造全体に起因するものでは

なく、当該プロジェクトに関する対応は 2027年３月期中に終了予定です。 

以 上 


